理科（物理Ｉ）学習指導案
指導教員：○○　○○

実習生：　　　　　　
1、 実習日：平成１８年１１月２９日（水曜日）４時限目

2、 対象：普通科２年○組（男子○名、女子○名、計○名）

3、 単元名：「電流とエネルギー」

4、 指導教科書：「物理Ｉ」

　（出版：実教出版　著者：大槻義彦　小牧研一郎　長岡洋介　原康夫）

5、 単元の目標

· 日常生活において身近な電気の存在について興味・関心をもたせ、また、
それらの法則や現象について学び、理解させる。

6、 単元の指導計画

1 電気抵抗・・・１時間

2 電源・・・１時間

3 抵抗の接続・・・２時間------本時
4 電流と仕事・・・２時間
7、 本時の指導計画

　　１、小単元名

　　　　　　　「抵抗の接続」

　　２、本時の目標
・中学で既習したオームの法則や、前回習得したキルヒホッフの法則から、抵抗を直列接続および並列接続したそれぞれの場合について合成抵抗の式が導出できる。また、合成抵抗の式を様々な問題に応用し、解答することができる。
　　３、評価基準
	関心・意欲・態度
	思考・判断
	技能・表現
	知識・理解

	合成抵抗の式を導く際に、電流と電圧の関係にも関心を持ち、意欲的に取り組めているか。
	合成抵抗の式を導出する際に、オームの法則やキルヒホッフの法則を応用し、結びつけようとしているか。
	抵抗を直列接続・並列接続したときの合成抵抗の式を正しく導出できるか。
	直列接続と並列接続では合成抵抗の式が異なることが理解できたか。

問題に正しく応用することができたか。


　　　４、本時の学習過程

	経過時間
	学習内容
	教師の指導
	留意点

	導入

（5分）
	・前回の復習

　
	・キルヒホッフの第一法則、第二法則について図を用いて復習する。
	・前回の内容を理解し、図から式を導き出せるか確認する。

	展開

（35分）
	・学習テーマを確認する。
· 抵抗を直列接続したときの合成抵抗を求める。

・抵抗を並列接続したときの合成抵抗を求める。

・練習問題を解く。

· 答え合わせ


	・生徒を指名し、読んでもらう。その間に、板書を始める。
・抵抗のつながり方を確認しながら、図を描く。

・オームの法則から考えられる式、キルヒホッフの法則から考えられる式を説明する。

・式と式を関連づけて、生徒が合成抵抗の式を導きだせるよう促す。

・抵抗のつながり方を確認しながら、図を描く。
・オームの法則から考えられる式、キルヒホッフの法則から考えられる式を説明する。

・式と式を関連づけて、生徒が合成抵抗の式を導きだせるよう促す。

・教室内を巡回する。

· p148練22　

問10
　P149連23　

問11

・早くとき終わった生徒を指名し、黒板に解いてもらう。
	オームの法則を忘れている生徒に配慮し、復習を取り入れる。
・抵抗のつながり方は中学で既習なので、軽く触れる程度にする。

・どの式をどこに代入すれば合成抵抗が求められるか、生徒に確認する。

・直列の時と同様、抵抗のつながり方については軽く触れる程度にする。

・どの式をどこに代入すれば合成抵抗が求められるか、生徒に確認する。

・生徒の理解度を確認しながら回る。手が止まっている生徒が多い場合、黒板にヒントを書きながら進めていく。

	まとめ

（10分）
	・公式のまとめ
	・直列接続、並列接続それぞれの合成抵抗の公式を再確認する。
	・赤マーカーを使い、黒板にまとめる。


